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北方言語研究 5:55-82 (北方言語ネットワ}ク編，北海道大学大学院文学研究科， 2015) 

1. はじめに

コリャーク語の複統合性

抱合と接辞の折衷タイプー

呉人恵

(富山大学)

本稿では、コリャーク語1(チュクチ・カムチャツカ語族)の複統合性の特質を明らかに

する。

一般に、複統合語としては北米(特に北西部)の言語が挙げられることが多い。たとえ

ば、 Sapir(1921)では言語構造の類型の試みにおいて挙げた 21言語のうち、複統合的言語

に分類された 5言語は、すべて北米インディアン言語(うち、 4言語は北西部の言語)で

ある。一方、北東アジアの言語については、複統合的な言語は見当たらないとする見解(宮

岡 1992)と、周極地域ではユーラシアから北米へと、西から東に行くにつれ統合度が高ま

る傾向があるとしたうえで、ユーラシア側で、もチュクチ・カムチャツカ語族を複統合語と

して認める見解 (Fo巾 scue1998)がある。

統合度 (synthesis)というと、形態的単位である語の中に含まれうる形態素の多寡を言う

のが一般的であるが、これを客観的に計ることは必ずしも容易ではない。 Greenberg(1960) 

は、語 (W)とこれに含まれる形態素 (M)の数の割合、すなわち、 MJWにより統合度を

割り出している。それによると、 100の見本語の MJWの割合の平均が 3.00以上は統合度

の高い言語である(ちなみに、エスキモー語は 3.72)0100語については断片的に具体例が

挙げられているにとどまるため、この数式をコリャーク語に当てはめてみることはできな

い。ただし、少なくとも、(1)のような語を見るかぎり、コリャーク語が統合度の高い語

を創出できることは疑いがない。

(1) t-~-nk' e-ta-kmeIJ-~-naly四~-paIJka-pill'aq-~-lJ -~-k-の

lSG.S-E-midnight-make-child-E-skin-E-hat-DIM-E-make-E圃lSG.S-PFV

「私は夜中に子供用の小さな毛皮の帽子を作ったJ

(1)が形態的に一語をなすことは、S項が l人称単数であることを表わす接周辞 t-..-kが、

合成された長い語幹を前後から挟み込んでいることから明らかである。 (1)には、ハイフ

ンで単純に区切れば 15の要素が含まれている。このうち、シュワは子音連続を避けるため

の挿入母音であるため、数に入れない。また、 t-..-k(1単主)、 ta-..-!J I作る」はいずれも

接周辞であるため、それぞれ lつに数える。すると、(1)は語末のゼロ形態素を含み、全

部で 8形態素から形成されていることになる。この 8形態素には人称・数やアスペクトの

情報も含まれ、一語でありながら文的意味を表わす一語文 (holophrase)になっている。こ

I本稿の対象となるコリャーク語は，チャウチュヴアン(cawc:lVan)方言である。チャウチュヴアン方言

の音素目録は以下のとおり:/p， t， t'， k， q， v， y， ?， <1， c， m， n， n'， 1)， 1， l'，j， w， i， e， a， 0， U， ';)/0 /t'， n'， 1'/はそれぞ

れ /t，n， 1/の口蓋化を表わす。 /c/の音価は問。
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の例から、コリャーク語の複統合性を論じる際には、①動詞語幹がどれだけ拡張しうるか、

②拡張した複合語幹がどのようにして一語文に仕立てられるのかという、派生部分と屈折

部分の2つの側面からの観察が必要であることがわかる。そこで、本稿では、このような

2つの側面からの観察を通じて、コリャーク語の複統合性に関し、主に次の点を明らかに

する。

(A)派生部分に関して:

1) コリャーク語の複統合性、とりわけ、動詞の側での複統合性は、抱合と派生接辞

の折衷タイプを示す。すなわち、名調の動調語幹への抱合と、具体的な動詞概念

をもち、出名動詞を作る接辞(以下、「語葉的接辞J2と省略)が、時に相補分布

的に働きながら、統合度を高める根幹としての機能を担っている。

2) 抱合は、自立動詞語幹に名調、副詞、形容詞などが複合的に結合することにより

作られる。

(B)屈折部分に関して:

コリャーク語は、統語法的に二重標示タイプ (doublemarking type)である。アス

ペクトやムードを示す屈折接辞に加え、 S，A，P項との一致が動詞語幹前後につく

屈折接辞によって示される。これにより複統合的な一語文の創出が可能になって

いる。

考察にあたっては、コリャーク語の複統合性の特徴を明瞭に示すために、適宜、これま

で複統合語の代表として挙げられてきた、北米の抱合タイプのイロコイ語族と接辞タイプ

のエスキモー語との比較対照もおこなう。

なお、本稿では、「複統合性 polysynthesisJは、 DuPonceau (1819)により初めて使われ

て以来、 Boas(1911)、Sapir(1921)などによりその定義づけが再確認されつつ継承されてき

た意味で用いる。すなわち、形態的単位として純然たる一語に盛り込まれうる形態素、ひ

いてはきわめて複雑な内容と機能の多さを指す。 Baker(1996)が抱合と一致を持つ言語の

みを複統合的言語とするとした見解は採用しない30 したがって、本稿では、イロコイ語族

のように抱合により統合度を高める言語も、エスキモ一語のように接辞により統合度を高

める言語も、そしてまた、コリャーク語のように接辞と抱合の折衷タイプを示す言語も、

いずれも複統合語として扱うことになる。

加えて、複統合語でいう語とは、通常、動詞を指し、一語文として機能しうるものであ

ることも重要である。ちなみに、コリャーク語は動詞のみならず、多くの語幹を抱合した、

たとえば、 petat-p;}lwent-g-?ーiwl-;}-?・Qcco-wal聞の「古びた鉄製の魚をさばく長いナイフJとい

2語葉的接辞とは、具体的な概念を表す接辞のととである。名調概念を表すもの、動詞概念を表わすもの、

副調概念を表すものなどが考えられるが、北米インディアン諸語に他の地域には見られないきわめて具体

的な名詞概念を表わす接辞があることから、これに限定して「語葉的接辞Jとみなすこともある (Fo巾 scu巴
1998，亀井他編著 1996)。ただし、本稿で、は便宜的に具体的動詞概念を持ったものを指して「語禁的接辞j

と呼ぶことにする。

3詳細は、複統合性の定義を通時的に概観したMithun(2009)を参照されたい。
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ったような長い名詞も作ることができるが、本稿では動詞、すなわち、どのように一語文

が創出されるかを考察の焦点とする40

2. 動詞の屈折体系

本節ではまず、 )1頂番は逆になるが、上述の (B)、すなわち、複合語幹を一語文に仕上げ

るコリャーク語の動詞の屈折体系についてみておくべA)を論じる際の予備情報としても、

(B)は不可欠だからである。コリャーク語で、は、動詞が名詞項を取らずに単独で一語文を

作ることが可能である。一語文は、次の (2)のような線状構造をなす。括弧の部分は屈折

接辞を示す。

(2) (S/A一致/反転)-(ムード)ー(アスペクト)-結合価変更-(p一致)目抱合語幹.

結合価変更ー動詞語幹/語葉的接辞.結合価変更ベ複数)回(アスペクト/ムード)ー (A+P

一致)胃 (SIP一致)

アスペクトは、不完了 VS.完了で、対立する。ムードには、直説法、可能法、希求法、仮定

法がある。動詞は必須の名詞項と人称・数の一致を示す。人称は 1人称、 2人称、 3人称を、

数は単数、双数、複数を区別する。自動詞は S項の人称・数を標示し、他動詞はA項と P

項の人称・数を標示する。コリャーク語にはまた、 A項がP項に対し、 l人称>2人称>3

人称単数>3人称複数の階層の下位にあることを示す反転マーカー ne・/naーがある。

紙幅の関係上、すべての屈折形式を挙げることはできないため、自動詞直説法の不完了・

完了の屈折接辞(表 1)、他動詞直説法の不完了・完了の屈折接辞(表2)のみを下に示すo

I..Jは語幹部分であることを示す。

表1 自動詞直説法、不完了・完了の屈折接辞

直説法

S 不完了 完了

ku・/ko-..*( -1]) ーの

1単 t四g**同ku-/ko-..旬。 t-・・同kーの

2単 ku-/ko同.・勺"の ..-i/同e/-j-の

3単 ku・/ko-..・0・の .ーiIザサーの

4本稿は、主に科学研究費補助金国際学術研究(学術調査) I環太平洋の危機に瀕した原住民言語にかん

する緊急調査(平成1O~12 年度) (研究代表者:宮岡伯人、非10041021)により 1999年におこなった現地
調査で収集したデータに基づいている。データの提供者は、ロシア連邦マガダン州セヴエロ・エヴェンス

ク地区エヴェンスク村在住のKechgelxutlrina Gergol'tagovnaさん (1936年、カムチャツカナト|スラウトノエ
村生まれ)である。加えて、 2014年 11月にロシア連邦ノ、ノ〈ロフスク市において、補足的な聞き取り調査

をおこなった。調査に協力していただいたのは、 AjatogininaTat'jana Nikola巴vnaさん (1955年、マガダン
州セヴエロ・エヴェンスク地区第5トナカイ遊牧ブリガード生まれ)である。 Ajatginina，T.N.さんには、
Kechgelxut，I.G.さんのようなきわめて生産的な複統合的な語の創出は見られなかったが、本稿では必要に
応じてそのデータも盛り込むものとする。

なお、両者の聞に見られる複統合的な語の創出能力の違いを、 Ajatginina，T.N.さんご本人は出身地の違
いによるものと説明していた。しかし、両者には約 20歳の年齢差があることも無視できない。ちなみに、

呉人 (2002)では、年齢差と名詞抱合の創出能力に相関性があることを指摘した。
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1双 mgt-ktト/ko同..-1] mgt・..(-mgk)ーの

2双 ku-/ko-..園。-tgk ..-tgk-の

3双 ku-・・勺同i/ーe ..-yg}・iI-e-の

1複 mgt-ku-/ko-.・目la***-。 mgtヘ.-la(叩 gk)・の * 語幹部分

2複 ku怯-/koか-..-la・0・tgk ..-la四tgk同の

3複 ku・/ko-..-la・9 ..-la-jーの

付 す挿入母音

付大 -la複数接尾辞

表 2 他動詞直説法、不完了 E 完了の屈折接辞

A/P 直説法

不完了 ku・/ko-..(問。) 完了"の

l単/2単 t-g同ktト/ko-..-yi/-ye t-..-yi/-ye・の

1単/2双 t-g-ktト/koヘ・-1]-tgk t-..-tgk聞の

1単/2複 t・9・ku・/ko・・・-la関与-tgk t-..ーla圃tgk

l単/3単 t・g・ku・/ko四..目。四9四n t-..・3・n

1単/3双 t-g主u-/ko-..・0・9・net t-・・-g-net

l単/3複 t-g-ku-/ko-..-1]・g・new t-.・-g-new

2単/1単 k-ine-/enaヘ.-t) ine・/ena-..-iI・e/・j

2単/1双 ne・/na開ktト/koヘ.-mgk ne・/na-..-mgk

2単/1複 ne-/na-ku-/ko-..-la-mgk ne-/na-..-la-mgk 

2単/3単 ku-/ko-..-1]・g-n ..-n 

2単/3双 ku-/ko-.・勺-g同net/-nat ..-net/・nat

2単/3複 ku-/ko-.・勺聞かnew/-naw ..-new/-naw 

3単/1単 k-ine-/ena-..-n ine-/enaヘ.-i/-e/サ
3単/1双 ne-/na-ko-/ku・..-mgk ne-/naヘ.同mgk

3単/1複 ne・/na-ko-/ku-..田la四mgk ne・/na-..-la-mgk

3単/2単 ne-/na-ko-/ku-..-yi/四ye ne・/na-..-yi/-ye

3単/2双 ne-/na回ko-/kuヘ・-t)-tgk ne-/na四..目tgk

3単/2複 ne-/na-ko同/ku-・・-la-1]-tgk ne・/na-・・胴la-tgk

3単/3単 ko-kuヘ・-1]・9・ni-n/-ne-n ..-ni-n/幽ne-n

3単/3双 ko同ku同..-1]-g・ni-n/-ne-n ..-ni-n/-ne-n 

3単/3複 ko・ku-..・1]-g-ni四n/同ne-n ..-ni-n/-ne-n 

1複/2単 mgt-ku・/koヘ.-yil四ye mgt-..-yil-ye 

l複/2双 mgt四ku-/ko-..-1]・tgk mgt-・・-mgk

1複/2複 mgt同ku-/ko-..-la勺・tgk mgt-・・-la-mgk

l複/3単 mgt-ku・/ko-..-1]聞かn 町19t-..・9・n

1複/3双 mgt-ku・/ko開.・勺聞かnet mgt-..-net 

1複/3複 mgt-ku-/ko幽..-1]・g・new mgt-..-new 

2複/1単 ku-/ko-ine-/ena・..ーla・0・tgk ine-/ena-. .-tgk 

2複/1双 ne・/na-ku-/ko-..-mgk ne-/na-. .-mgk 

2複/1複 ne-/na開ku-/ko-.・-la-mgk ne-/na-..-la-mgk 

2複/3単 ku-/ko-..ーla・1]-g四tb ..ーtb

2複/3双 ku・/ko・..・9四g-tb ..ーtb

2複/3複 ku-/ko-..圃la-t)・9・tb ..-la-tb 

3複/1単 ne-/na-ku・/ko-..-ygm ne・/na-..-ygm

3複/1双 ne-/na四ku-/ko-..mgk ne-/na-..-mgk 

3複/1複 ne・/na四ku-/ko-..-la-mgk ne-/na-・・-la-mgk

3複/2単 ne-/na-ku・/ko-..-yi/同ye ne・/na..-yi/-ye
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3複/2双 ne四/na閑ku・/ko・..・1]-t<lk ne・/na-..-t<lk

3複/2複 ne幽/na-ku-/ko-..-la-1]-t<lk ne-/na-..-la-t<lk 

3複/3単 ne・/na-ku-/ko-..-1]-<l-n ne・/naヘ.-n

3複/3双 ne-/na回ku-/ko-..勺四9四net/-nat ne-/na同..同netl-nat

3複/3複 ne-/na-ku-/koヘ・勺回<l-new/-naw ne-/na-..-1]-<l-new/-naw 

3. 統合度の高い拡張動詞語幹を作る方法

以上、第2節では動詞語幹を一語文として完成させるための、人称・数をはじめとする

屈折形式を概観した。それらの屈折形式を一語文の枠組みとするならば、その枠組みの中

にどれだけ統合度の高い派生動詞語幹をはめ込むことができるのか。本節ではこれについ

て考察する。まず、派生接辞の上述の4つのタイプについて概観し、次に抱合、さらに品

詞変換タイプの派生接辞のうち、抱合と似たふるまいをする語葉的接辞についてみる。

3. 1. 派生接辞

派生接辞には、①結合価変更タイプ、②語幹修飾タイプ、③名詞項修飾タイプ、④品詞

変換タイプがある。①は動詞に固有の接辞であるが、②③④はそうではない。ただし、こ

こで、は議論のテーマに沿って②③④も動調にかかわる派生接辞のみに焦点を当てて見てい

く。

3. 1. 1. 結合価変更タイプ

コリャーク語には2つのタイプの結合価の変更がある。すなわち、 S=p交替と S=A交替

である。 S=p交替には、使役 0・， j-.. .-et/-at， j-...-ev/-av)、逆使役(勺tet/-1]tat~-et/-at) の 2 つ

のパターン、 S=A交替には、逆受動 (i由化na-，.citi皿cet，北u/北0，-et/-at)、自他同形、補充

法、目的語抱合の 3つのパターンがある(呉人 2013，2014)。このうち、使役と逆受動は

生産的な結合価変更の方法であるが、逆使役はそれほど生産的ではない。 (3a)は自動詞文、

(3b)は対応する使役 jヘ・・-ev/-avの例、 (4a)は他動詞文、 (4b)は対応する逆使役勺tet/-1]tat

の例、 (5a)は他動詞文、 (5b)は対応する逆受動 ine-/ena同の例で、ある。他動調活用する使役

文に対し、逆使役文や逆受動文では自動詞活用する。逆使役文ではPが絶対格を取り Sと

なり、 Aは削除される。逆受動文では、 Aは絶対格に昇格し、 Pは被動作性 (Affectedness)

の程度により削除>道具格>場所格>方向格>与格の階層で降格する。 (5b)では、 Pは道

具格に降格していることに注意されたい(道具格に降格するのは、移動を表わす動詞や摂

食動詞などである。詳しくは呉人 (2014)を参照されたい)。なお、他動詞文か逆受動文か

は、 Aを前景化するのかPを前景化するのかにより使い分けられる。すなわち、 Pを前景

化する場合には他動詞文、 A を前景化する場合には、逆受動文が選択される。 (5)~(8) の例

では、前景化している項を太字で示す。

(3a) S'gtVgS'gt qamanci-jーの.

boat(ABS.SG) turn.over-PFV-3SG.S 

「ボートが転覆した」

59 



(3b) (gcY-G-nan) <LGtVG<LGt na-n5-qamanci-v-G-nーの.
3PL-E回ERG boat(ABS.SG) INV・CAUS-turn.over同CAUS.司E同3SG.P平FV

「彼らはボートを転覆させたj

(4a) Mik-ne同k Gnlmjep amu ya-cc-G-lin問。
who-AN-LOC(ERG) long.ago probably RES-untie-E-3SG.P-3SG.A 

kGltGyiIJ-G-n 吋etiki閏kin聞の.

knot-E-ABS.SG sledge-REL-ABS.SG 

「どうやら誰かがずっと前に援の結び目をほどいたようだj

(4b) Amu GnlcGjep ya四CC-G-IJtal-lin lmltGyilJ-G-n 

probably long.ago RES-untie-E-AC6-3SG.S knot回E-ABS.SG

吋etiki-kirトの.

sledge-REL回ABS.SG

「援の結び目はどうやらずっと前にほどけたようだJ

(5a) En'pici-te tewflel-O pGce 

father-INS (ERG) dried.fish-ABS.SG for.the.moment 

ku-jpe-IJ-G-n-の enanomkaw-ja-k.

IPFV-unload-IPFV-E-3SG.P-3SG.A store-house-LOC 

f父はまず干し魚を物置に降ろしている/降ろしていた」

(5b) En'pic-O tew<Lel-e pGce 

father-ABS.SG dried.fish~INS for.the.moment 

l←ine-jpe句"の enanomkaw閏ja-k.

IPFV -ANTIP-unload-IPFV圃3SG.S store-house-LOC 

「父は最初に干し魚を物置に降ろしているメ降ろしていたJ

使役動詞語幹をさらに逆受動化することも可能である。 (6a)は、自動詞語幹 umek-et["集

まるJ(umek ["一緒にj、屯t動詞化接辞)の例、 (6b)は、対応する使役動詞語幹j・umek-ew

0・使役、 -ew動詞化接辞)の例、(“6c吋)はさらに逆受動化したin悶1児e.か.同-n

(6a) Tumy-u moj Gk-j a-k vetyGl'flat圃9・nV-G-lJ

friend-ABS.PL our-house同LOC consult田E-place-E-DAT 

y-umek-el-linew. 

RES四together-VBL-3PL.S 

「友人たちは私たちの家に相談しに集まった」

5使役の前部要素j-は、語中でかに交替。

6勺t討の tは後続の lに同化して lに交替。
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(6b) (g-nan) j-umek-ew-ni四n聞の vit<i'-u. 

3SG-ERG CAUS-together-VBL-3SG.A・.3SG.P-PFV moss-ABS.PL 

「彼/彼女は苔を集めた」

(6c) (gnno) 司y~we l]e1vg1<i'-g-k 

3SG.ABS yesterday reindeer.herd-E-LOC 

y-me圃n・umek唱w-1in.

REふANTIP-CAUS-together-VBL-3 SG.S 

「彼/彼女は昨日トナカイの群れを集めた」

この他、動詞化接辞 -et/-at，-ev/回avを伴った感情自動調と対応する他動詞的助動詞 11]iみ

なす」を伴った分析的表現も、 S=A交替の一種である(このような 2種類の構造の選択要

因についての詳細は F01iescue[2009]を参照されたい)0 (7a)(8a)は自動調文、 (7b)(8b)は

対応する分析的表現である。

(7a) EI'<i'a-0 1m目jejwec-et-g勺四白

woman-ABS.SG IPFV同sympathize-INTR.ER閏E-IPFV-3SG.S

toj -<i' oj acek-g勺・

young-guy-E-DAT 

「女は若者に同情している/同情していた」

(7b) El'<i'a-ta jejwec-u lm-ll]-g-l]-ni田n

woman-INS(ERG) sympathize目ESS IPFV同regard占四IPFV-3SG.A-3SG.P

toj-<i'ojacek-0. 

young圃guy-ABS.SG

「女は若者に同情している/同情していた」

(8a) <i'ojacek・o ko-lmaトav-g-l]-の e1'<i'a-1]・

guy-ABS.SG IPFV-tmst-INTR.ER・E-IPFV-3SG.S woman酬DAT

「男は女を信頼している/信頼していたj

(8b) <i'ojacek-a 19mal-o ku-ll]-g-l]・m圃n

guy-INS (ERG) tmst-ESS IPFV圃regard-E-IPFV・.3SG.A同3SG.P

el'<i'a-0. 

father-ABS.SG 

「男は女を信頼している/信頼していたJ

3.1.2. 語幹修飾タイプ

動詞語幹修飾タイプには、屈折体系に組み込まれた形式とは別の、派生的なアスペク

ト的接辞、ヴォイス的接辞、動詞語幹で表わされた動作と逆の動作がおこなわれること

を示す接辞などがある。まず、アスペクト的接辞には、次のようなものがある。
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(9) talJ-i完全にJ，凶lqiv/聞lqev(一回性)， -tku/-tko (多回性)， -l<t'et/-l<t'at (継続性人間jv，

開C討/開cej，mel-/mal-(強意)， -lJvo (始動性、習慣性)， q司-(指小性)

紙幅の関係上、ここではふるまいの特異なサVO(始動性、習慣)と指小辞の qaJ-を

取りあげる。-lJVO(始動性、習慣性)7は、自立動詞lJVOi始まる、始めるJに由来する

。屈折カテゴリーである完了アスペクトと共起する場合には始動性を、不完了アスペク

トと共起する場合には習慣性を表わす(呉人 2010a)。

(10) ~nno 1司V-G-lJVOナの
3SG.ABS walk同E-INC-PFV-3SG.S

「彼/彼女は歩き始めた」

(11) ~nno k-aja<t'o-lJvo勺必 yGty-G-k. 

3SG.ABS IPFV-fish-HABIT-IPFV-3SG.S lake四E四LOC

「彼/彼女はいつも湖で釣りをしている/していたJ

q吋-は、動詞のみならず、形容詞、名詞語幹にも前接してその語幹を修飾する。

(12) q吋困wajam-の

DIM-river-ABS.SG 

「小さな)11 J 

q司-milut聞の

DIM-hare-ABS.SG 

「仔ウサギj

n-G-qaj-G-ppulu-qin闘の

PRP-E・.DIM-E-small-PRP-ABS.SG

fちょっと4、さしリ

n圃G-qaJ圃iwt-G-qinーの
PRP圃E-DIM圃short-E-PRR開ABS.SG

fちょっと短しリ

q吋-vetat-G-k

DIM-work-E-INF 

「ちょっと働く」

qaj-col' -at-G-k 

DIM-salt-VBL・.E-INF

「ちょっと塩する」

7 コリャーク語では、複数の動調語幹の合成は一般的ではなく、動詞語幹に付加されアスペクト的意味

を表わすものは、管見の限りではlJVOr始まる、始めるJとpl'gtkur終わる、終える」の2つのみであ
る。両者は文法化し接辞化したものとみなす。
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3. 1.3. 名詞項修飾タイプ

コリャーク語には、名詞項を修飾するタイプの接辞として、指小性を表わす

-pill'aq/-pell'aq (語末ではやil'/回pel')、指大性を表わす-nequ/-naqo、軽侮を表す -cyが

ある (Kurebito，M. 2000)。これらの接尾辞は、名調語幹に接尾する場合には名詞語幹を修

飾する。

(13) S'ujemtewilS'-Q-pil'-0 

man-E同DIM-ABS.SG

11人の小さな人」

S'ujemtewilS' -Q-nequ-t 

man回E-AUG-ABS.DU

12人の大きな人」

T吋emtewilS'圃。-cy-u

man-E-CTP圃ABS.PL

1 (3人以上の)嫌なやつ」

-pill 'aq/-pell 'aq、-nequ/同naqo、ーcyは、数詞、指示代名詞、所有人称代名詞に接尾する

場合には、これらの語幹を修飾するのではなく、主要部名詞を修飾する。

(14) Qnn'an-pil'-0 wal'a-pel'.ーの

one-DIM-ABS.SG knife同DIM-ABS.SG

11本の小さなナイフ」

wuccaq-naqo-t wal'a-naqo-t 

this(nearer)-AUG四ABS.DU knife-AUG圃ABS.DU

「この大きな 2本のナイフ」

yQmnena-cy-o wal'a-cy-o 

my-CTP占同ABS.PL knife-CTP-ABS.PL 

「私の (3本以上の)嫌なナイフj

一方、自動詞語幹に接尾する場合にはS項を、他動詞語幹に接尾する場合にはP項を修

飾する。これらの接尾辞を「名詞項修飾タイプ」と呼ぶ所以である。(l5a)(15b)は指小

辞の例、(l6a)(16b)は指大辞の例である。名詞項やその修飾語にもこれらの接辞がつい

て動詞と呼応することがある。

(15a) N闘争ppul'u-pill'aq-qin-の q司QkmilJ-Q-pil'ーの

PRP-E-small-DIM-PRP-ABS.SG boy.司E四DII¥ιABS.SG

ku-jatラ-pill'a守at-Q-lJ聞の.

IPFV-come四DIM-VBL占-IPFV四3SG.S

「小さな男の子が来ている/来ていたJ
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(15b) Ku-tajk-g-pill'aq-an-l]-g-ni-n lili-pill'aq-g-t. 

IPFV-make四E同DlIvιET-IPFV-E-3SG.A-3SG.Pglove四DIM-E-ABS.DU

「彼女はベアの小さな手袋を作っている/作っていた」

(16a) Kajl]-g-naqo聞の umk-g四k ku-lejv-g-nequ-l]-の.

bear目E-AUG-ABS.SG forest目E目LOC IPFV-walk-E-AUG-IPFV-3SG.S 

「大きなクマが森の中を歩いている」

(16b) K司l]-a ku-nu-nequ-l]-ni-n 

bear-INS(ERG) IPFV-eat-AUG-IPFV-3SG.A・3SG.P

gnn-。四nequ圃の.

fish-E-AUG-ABS.SG 

「クマが大きな魚を食べている」

3.1.4. 品詞変換タイプ

コリャーク語には、様々な名詞化接辞、動詞化接辞があるが、紙幅の関係上、ここで

詳細を述べることはせず、 3.3.で特に名詞語幹を動詞化する接辞のうち、具体的な動詞概

念を持った語葉的接辞に焦点をあて、その特質を考察するにとどめる。

3.2. 抱合

以上、コリャーク語の派生接辞を概観したが、コリャーク語において語幹を拡張し複統

合性を高めるのに最も有効な形態的手段は、なんといっても抱合である (Kurebito，M. 

2001)。よく知られた動詞への名調語幹の抱合、すなわち、名詞抱合 (nounincorporation)で

は、 P項、 S項、対応する他動調文で道具格、場所格、方向格、沿格、奪格を取る名詞、

さらに主格補語などが抱合される。ただし、 A項の抱合はみられない。加えて、高IJ詞や形

容詞などもきわめて生産的に抱合され、統合度の高い拡張動詞語幹を作ることを可能にし

ている。

以下ではまず、動詞に対してどのような意味関係をもっ名詞語幹が抱合されるかを観察

し、次に名詞抱合がさらに統合度の高い動調語幹へとどのように拡張しうるのかをみる。

3.2.1. P 項の抱合

最も生産的にみられるのは、他動詞語幹へのP項の抱合である。P項の抱合にともない、

動詞の結合価に変化が起きる。すなわち、 A項は能格から絶対格を取る S項に昇格し前景

化する。その一方、 P項は背景化する。そのような談話情報的機能を持つ点で、は、 S=A交

替の別のタイプである逆受動などと共通している。また、動詞は自動詞活用する。以下の

例では (a)は抱合形、 (b)はP項が抱合されない分析形を示す。

(17a) (ygmmo) t' -omlec~ -g-jece-k-の.

lSG.ABS lSG.S-woodchip田E-gather-lSG.S-PFV 

「私は木くずを集めた」
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(17b) (ygm-nan) t'闘争jici-new-の omlecC'-o. 

lSG-ERG lSG.A-E-gather-3PL.P平FV woodchip圃ABS.PL

「私は木くずを集めた」

(18a) (ygmmo) t・9圃1]gn1]-g同mla主聞の.

lSG.ABS lSG.S-E-frame-E-break聞lSG.S-PFV

「私は(棒の)枠を壊した」

(18b) (ygm-nan) t-g-mle-n・の 1]g問。11]-g-n.

lSG-ERG lSG.A-E-break-3SG.P-PFV frame-E開ABS.SG

「私は(棒の)枠を壊した」

(19a)(ygmmo) t-g主o-kme1]-g-n-pela-w・1]gVO・0・

lSG.ABS lSG.S-E-IPFV-boy-E-CAUS-remain-CAUS-HABIT-IPFV 

「私は(し、つも)子供を預けている/預けていた」

(19b) (ygm-nan) t-g圃ko-n-pela-v開。勺闘争n

lSG-ERG lSG.A-E-IPFV-CAUS-r・emam聞CAUらE-IPFV-E-3SG.P

kgmiIJ同 ;}-ll.

boy-E-ABS.SG 

「私は(いつも)子供を預けている/預けていた」

3. 2. 2. S 項の抱合

S項の抱合は、自然現象の叙述に限られる。無生物名詞のみならず、生物名詞も抱合さ

れることがある80

(20a)ku-w吋am-qit-g-1]-の

IPFV-river四freeze-E-IPFV・.3SG.S

り11が凍っている/凍っていた」

(20b) Wejem闘の ku-qit-g-1]-0. 

river-ABS.SG IPFVイi'eeze-E-IPFV-3SG.S

り11が凍っている/凍っていたJ

(21a) t討k-g-kewji十の

sun-E-rise-PFV-3SG.S 

f日が昇った」

8 Sapir (1911 :275)は生物名詞の抱合は無生物名詞ほどには一般的ではないとしている。 (22a)の生物名詞

抱合の例はI.G. Kechgelxutさんから得られたものであるが、 T.N. Ajatgininaさんには許容されなかった。

また、他の生物名詞の抱合も得られなかった。
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(21b) T討kQtij kewji-j-0. 

sun(ABS.SG) rise-PFV醐3SG.S

「日が昇ったj

(22a) ~nn-inini-jーの

fish-appear-PFV-3SG.S 

「魚が現れた」

(22b) ~nnQ?Qn 

自sh(ABS.SG)

「魚が現れたJ

InInl十の.

appear-PFV-3SG.S 

3.2.3. 道具格名詞の抱合

(23a) (yQmmo) t-Q-ko園jQnn-Q-?-ojecvat闘争9・

lSG.ABS lSG.S-E-IPFV-antler圃E圃E-play-E-IPFV

「私は角で遊んでいる/遊んで、いた」

(23b) (yQmmo) jQnn圃e t-Q-k吋icivet-Q-lJ・

lSG.ABS antler-INS lSG.S-E-IPFV-play-E-IPFV 

「私は角で遊んでいる/遊んで、いたj

(24a) (yQm開nan) t・Q-PQlwQnt闘争velat-Q-nーの peIJke-n. 

lSG-ERG lSG.S-E四money-E-buy圃E-3SG.P聞PFVhat田ABS.SG

「私はお金で帽子を買った」

(24b) (yQm-nan) peIJke-n PQlwQnt-a t-Q-vilet-Q-n聞の.

lSG-ERG hat-ABS.SG money-INS lSG.A-E-buy-E-3SG.P干FV

「私はお金で帽子を買った」

(25a) (yQmmo) t'ー司YQvenIJ-Q-?-en'司ace-k-の9

lSG.ABS lSG.S-evening-E・E・.go.out.for.a.visit-lSG.S平FV

9 一方、下の (ia)(iia)は、 (25a)で時間名詞 ajyavenlJI晩」が抱合されているような名詞抱合の例ではな

い。 jaqmitiw，1aloはいずれも名詞ではなく副詞としてしか用いられないため、副詞抱合の例とみなすべ

きである(それぞれの対応する分析形 (b)を見られたい)。

(i) a. (yammo) t-a-jaqmitiw-elulqivi北聞の.
lSG.ABS ISG.S-E-in.the.moming-go.berry.picking開ISG.S-PFV

b. (yammo) jaqmitiw トelulqivi-k-の

lSG.ABS in.the.morning 1 SG.S-go.berry.picking-lSG.S-PFV 

「私は朝、ペリー摘みに出かけたj

(ii) a. (yammo) l'・a-1al'0・jal'qat-a来"の

ISG.ABS lSG.S・E圃in.the.da戸ime-sleep-E-lSG.S-PFV 

b. (yammo) 1alo t・g・jalq巴t・9来"の

lSG.ABS in.the.da戸ime ISG.S・E・sleep占-ISG.S♂FV

「私は昼に寝たJ
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「私は晩にお客に出かけた」

(25b) (yQmmo) ajyQvenl]・a t'-en'司ace圃K・o.
lSG.ABS evening-INS lSG.S-go.ou凶1此t.fo凹r.a.v吋isi抗t圃lSG.S聞PFV

「私は晩にお客に出かけた」

(26a) (yQmmo) t-Q-nki-<i'eqev-Q-kーの.

lSG.ABS lSG.S・.E-midnight -leave-E・lSG.S・PFV

「私は真夜中に出かけたj

(26b) (yQmmo) t-Q開<i'eqev-Q四k問。 nQki同ta.

lSG.ABS lSG.S-E-leave-E園lSG.S-PFV midnight-INS 

「私は真夜中に出かけた」

3.2.4. 場所格名詞の抱合

(27a) (yQmmo) トQ-nQmnQm回jonat聞かk聞の.

lSG.ABS lSG.S-E-village-live-E-lSG.S-PFV 

「私は村に住んだJ

(27b) (yQmmo) nQmnQm・9・k t-Q-junet-Q-kーの.

lSG.ABS village-E四LOC lSG.S閏E閏live-E同lSG.S-PFV

「私は村・に住んだ」

(28a) (yQmmo) t-Q-vutq闘争<i'eqev闘争l王聞の.

1 SG.ABS 1 SG.S-E-darkness-E-go.out-E-l SG.S-PFV 

f私は黄昏に出かけた」

(28b) (yQmmo) vutq-Q圃k t-Q-<i'eqev-Q-1←の.
lSG.ABS darkness-E-LOC lSG.S-E-go.out-E-lSG.S・PFV

「私は黄昏に出かけた」

3.2.5. 方向格名調の抱合

(29a) (yQm1nO ) t-Q-tnup-tQPyet-Q-k-O. 

lSG.ABS lSG.S四E閏hill圃climb-E-l SG. S-PFV 

「私は丘に登った」

(29b) (yQmmo) t-Q圃tQPyet-Q占"の tQnop屯tQl]・

lSG.ABS lSG.S-E-climb-E-lSG.S-PFV hill回ALL

「私は丘に登った」

(30a) (yQmmo ) t-Q-vutq-Q-lqQt-Q-k-の

lSG.ABS lSG.S四E-darkness-E-go. out -E閏lSG.S-PFV

I私は黄昏にかけて出かけたJ
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(30b) (ygmmo) votq-etgIJ t・g-lqgt-g-k-0.

1SG.ABS da1'kness-ALL 1SG.S-E-go.out-E-1SG.S目PFV

「私は黄昏にかけて出かけた」

3.2.6. 沿格名調の抱合

(31a) (ygmmo) t-g-kimit~a-kaIJitku-k-0. 

1SG.ABS 1SG.S・E-clothes司look.fo1'-1SG.S-PFV 

「私は服を探した」

(31b) (ygmmo) t-g-kaIJitku-kーの kemet~a-jpgIJ ・

1 SG.ABS 1 SG.S圃E-look.for・-1SG.S-PFV clothes-PRL 

「私は服を探した」

3.2.7. 奪格名詞の抱合

(32a) (ygmmo) t'-g-ぜutラe-lejv-g回tku-k-の.

1SG.ABS 1SG.S圃E-tund1'a -walk -E-ITR・1SG.S-PFV

「私はツンドラから歩いたj

(32b) (ygmmo) nota-IJqo t-g-lejv-g-tku-kーの.

1 SG.ABS tund1'a聞ABL 1SG.S-E-walk-E-ITR-1SG.S-PFV 

f私はツンドラから歩いた」

(33a) (ygmmo) 

1SG.ABS 

t' -g-qipju-ll' ap-g-kーの.

1 SG.S-E-hole-look四E-1SG.S-PFV

「私は穴からのぞいた」

(33b) (ygmmo) qepjo-IJqo t' -g-ll'ap-g-k-の.

1SG.ABS hole-ABL 1SG.S-E-look-E-1SG.S-PFV 

「私は穴からのぞいたJ

3.2.8. 主格補語の抱合

(34a)~eyglIJ闘争n ko・~gt~聞かmowola-IJ園の.

wol旺f固E-ABS.SGIPFV-dog.占-ba但rιIPFV閏3SG.S

「オオカミが犬のように吠えている」

(34b) ~eyglIJ-g-n tgqgn ~gt~ -g-n 

wolf-E闘ABS.SG as.if dog-E田ABS.SG

「オオカミが犬のように吠えているj
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3.2.9. 名調句の抱合

動詞に抱合されるのは、単一名詞に限らない。 1つ以上の修飾語幹も主要部名詞ととも

に抱合されうる。 (35a)(36a)(37 a)(3 8a)(39a)( 40a)の修飾語幹は、対応する分析形ではそれぞ

れ、属性叙述(呉人 2010b)のn-…-qin/問中n(35b)(36b)、分詞の ye開/ya-.・.-lin/四len(37b)、所
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有のーin/四en(38b)、関係のセin/-ken(39b)(40b)を取る。

(35a) (ygmmo) t-iwl-utt-g-mle-kーの.

lSG.ABS lSG.S-long-stick-E四b1'eak-lSG.S-PFV 

「私は長い木を折った」

(35b) (ygmmo) n-iwl-g-qinーの u抗gut

呉人事/コリャーク語の複統合性

1 SG.ABS PRP-long-E-PRP-ABS.SG stick(ABS.SG) 

t-g司mle四nーの.

1 SG.A-E-b1'eak-3SG.P-PFV 

「私は長い木を折ったJ

(36a) qejaly-争moqa-yala-j-の

cold-E-1'ain-pass-PFV-3SG.S 

「冷たい雨が止んだ」

(36b) N-g-qejaly-g-qinーの muqemuq yala十の.

PRP目E-coldness同E-PRP田ABS.SG 1'ain(ABS.SG) pass-PFV-3SG.S 

「冷たい雨が止んだj

(37a) (ygmmo ) t-g-jomja-naly-g-n-g-pct -av-g-k-の.
1 SG.ABS 1 SG.S-E-dye-skin-E-CAUS-E-d1'y-CAUS-E-l SG.ふPFV

「私は染色した毛皮を乾かしたJ

(3 7b) (ygm-nan) t-g-n-g-pct -av-g-nーの

lSG-ERG lSG.A占回CAUS品-E-dむ1'y-聞CAUS品閏E田3SG.P圃平PFV

yaル吋.嗣サ同.jomjaか-占.

PTCP-dyeか-PTCP固ABS.SGskin-E-ABS.SG 

「可手私ムは染色した毛皮を乾かした」

(38a)t・g-kmelJ-g-mgny -el ygtav聞かl←の
1 SG.S-E-child-E-hand-clean-E-l SG.S同PFV

f私は子供の手を洗った」

(38b) KgmilJ-in闘の mgny-g-t t-ilygtew回net.帽の

child-POSS-ABS.SG hand占開DU lSG.A-clean-3DU.P-PFV 

「私は子供の手を洗ったJ

(39a) (ygmmo) t'圃om-l'gql'alJ目kemetcta四n'-cocm-av-g-k-の.

lSG.ABS lSG.S-wa創l'τ~m

「私は冬の衣類を準備したj

(39b) (ygm-nan) 1トom-qine-w 19q1elJ閏kine-w

lSG-ERG PRP同wa1'm閏PRP-ABS.PL winte1'圃REL-ABS.PL
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kimit~a圃w l' -g-任 cocm-aw田nawーの.

clo叫the出s-ABS.PL 1 SG.A-E-CAUS 圃古get.p戸repa紅redι-CAUS-3PL.P-PFV

「私は冬の衣類を準備した」

(40a) (ygmmo) l' -gcco-wala-java・k-0.

1 SG.ABS 1 SG.S-cut.fish-knife-use-l SG.S.圃PFV

「私は魚をさばくためのナイフを使った」

(40b) (ygm闘nan) t闘争]ava-nーの gCCO・kin-の

lSG-ERG lSG.A-E-use-3SG.P四PFV cut.fish-REL-ABS.SG 

wala四の.
knife-ABS.SG 

「私は魚をさばくためのナイフを使った」

3.2.10. 複数名詞句の抱合

コリャーク語ではさらに、 (41a)(42a)のように、 P項あるいは S項が他の斜格名詞とと

もに動詞に抱合されることもある。また、 (42a)で見るように、抱合される名詞は修飾語

を伴うことも可能である。この場合、 P項あるいはS項が動調の直前に抱合され、斜格名

詞はその前に配置される。必ずしも常に許容されるわけではないが、 (43a)のように、 2つ

のP項が並列的に抱合されることもありうる。

(41a)(ygmmo) 

lSG.ABS 

l' -g圃toja吋ygven'IJ-g・qoja-n-omak-av問。セ-0.

lSG.S・E-new-evening.司E-reindeer-CAUS-together-VBL-E聞lSG.S-PFV

「私は朝早くトナカイを集めた」

(41b) (ygm-nan) t~吋j叫吋lyg釘ven'、q田a q伊oJ炉a
lSG同ERG new-evening-INS reindeeぽr閏ABS.PL

t閏-g-n任圃umekιE←園ew圃new-の.

lSG.A同E-CAUS-together-VBL・.3PL.P-PFV

「私は朝早くトナカイを集めたJ

(42a) (ygmmo) 

lSG.ABS 

t-g-lgqlalJ -kemet~闘争lqgl-qoja-nm圃at-g・k圃の.

lSG.S-E-winter.圃clothes占四material圃reindeer-kill-ANTIP-E-lSG.S-PFV 

「私は冬用コートのための材料にトナカイを殺した」

(42b) (ygm-nan) 19q1elJ占ln聞の kimit~ -g-lq gl四a

lSG.ERG winter-REL-ABS.SG clothes-E-material-INS 
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呉人 事/コリャーク語の複統合性

q句a-l)a t田g-nm-g-nーの.

reindeer-ABS.SG lSG.A-E-kill四E四3SG.P平FV

「私は冬用コートのための材料にトナカイを殺した」

(43 a) (ygmmo) l' -g-milyijocy-g-kanca-a1叩 et-g-kーの.

lSG.ABS lSG.S-E-match-E-cigarette四take四E-lSG.S-PFV

「私はマッチとタバコを買った」

(43b) (ygm回nan) t-ekmit-g-new圃の milyijocy-g-n to 

lSG-ERG lSG.A四buy田E-3PL.P-PFV match-E-ABS.SG and 

kanca田w.

cigarette同ABS.PL

「私はマッチとタバコを買った」

3. 2. 11. 副調の抱合

名詞抱合によりつくられた複合的動調語幹は、さらに面IJ詞を抱合することにより統合度

を高めることが可能である。形容詞語幹の中には、動詞に抱合されることにより副詞的な

意味を持つものがある。たとえば、 mejlJI大きしリは「たくさんjの意味に、吋「新ししリ

は「ちょうどJの意味になる。すなわち、 (44a)では、 meilJI大きしリはjetemIテントカ

バー」ではなく、動詞nniI縫う」を修飾している。また、 (45a)のt吋「新ししリは qleva

「パンJではなく、動詞ekmitI取る」を修飾している。

(44a) (ygmmo) t-g-nk'e-mejl)-g-jetem-g-nni主聞の.

lSG.ABS lSG.S-E-midnight-big-E-tent.cover-E-sew-lSG.S-PFV 

「私は真夜中にたくさんテントを縫ったj

(件44b防)(ygm圃nan) ngki園-t旬a u血ngkl)gnvgq jete白m-

lSG-ERG midnight-INS ve町ry many t旬en目U.c∞ove町r‘'-ABS.PL
tト固9争制M寸nnlト開n即ew-の.

lSG.S-E-sew闘3PL.P-PFV

「私は真夜中にたくさんテントを縫った」

(45a) (ygmmo) t-g-jgqmitiw-tuj-qleva-凶 it-g-k-0.

lSG.ABS lSG.S-E四in.the.morning -newゐread七uy-E-lSG.S-PFV

「私は朝、パンを買ったばかりだ」

(45b) (ygm・nan) jgqmitiw vitku qgleva-n 

lSG-ERG in.the.morning just bread聞ABS.SG

t-ekmit-g-nーの.

1 SG.A-buy-E-3SG.P-PFV 

「私は朝、パンを買ったばかりだj
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3.3. 出名動調を形成する語量的接辞

名詞抱合は、動詞語幹に名詞を抱合することによって形成される。一方、動詞語幹の代

わりに動詞的意味をもっ語葉的接辞を名調語幹に接合することによっても、同様の意味の

複統合的な一語文を創出することができる。名詞抱合と語葉的接辞には、そのふるまいに

おいていくつかの共通点がある(呉人 2001)。

第一に、語葉的接辞は自立的な動詞語幹同様、 P項、 S項、その他、方向格名詞や道具

格名詞に接続する。

(46) P項に接続する語葉的接辞:

-1Jel/-1Jal I集めに行く」、-1Jta!圃弓~ta I取ってくる」、-u/-oI食べる、飲む、殺すJ、

teγ1J/ta-..-1J I作る」、 -yili/四yele I探す」、-1J~jt I狩るハーtve/引raI脱ぐj、-yijke

「トナカイを播牽引用に捕まえるj

(47) s項に接続する語葉的接辞:
-1Jtet/ -1Jtat I脱げるJ10、圃tuje/-tojaI ほどける j 、ーju~/-jo~ I始まる」、屯t/田atI起き

る」

(48) 方向格名詞に接続する語葉的接辞:

サtIに行く」

(49) 道具格名詞に接続する語葉的接辞:

同l~et Iで行くJ、-tku/-tkoIで切る」

第二に、名詞抱合同様、 P項+語葉的接辞による出動名詞は自動詞活用する。

(50) (y~mmo) t-~-kme1J-~-1Jta-1ζ聞の.

lSG.ABS lSG.S開E四child-E-go.for-1SG.S-PFV

「私は子供を連れてきたJ

(51) (y~mmo) t-ac~-o-k-の.

lSG.ABS lSG.S-boiled.fish同eat四lSG.S-PFV

「私は煮魚を食べた」

第三に、名調抱合同様、語葉的接辞は修飾語を伴った名調句に接続することが可能であ

る。

10この接尾辞は、 (4b)で見た結合価変更タイプのひとつで、ある逆使役接尾辞と同じ形式であることに注

意されたい。
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(52) (ygmmo) t-en'pici-melygj-lpta-k-0. 

lSG.ABS lSG.S閏father-gun-fetch-lSG.S-PFV

「私は父の銃を持ってきた」

(53) (ygmmo) t-gnp-g-kaj1]-;Hpjt-g-k-の.

呉人 恵/コリャーク語の複統合性

lSG.ABS lSG.S・.old同E-bear四E閏hunt-E圃lSG.S-PFV

「私は年老いた熊を狩った」

(54) (ygmmo) t-g-ta-kme1]-g-pa1]ka-pill'aq叫 -g-k闘の.

lSG.ABS lSG.S-E-make四child-E-hat-DIM-E-make-E-lSG.S-PFV

「私は子供用の小さい帽子を作った」

第四に、名詞抱合同様に、語葉的接辞は主要な名詞項とともに斜格名詞を伴うこともで

きる。さらに、副調も取ることが可能である。 ただし、語葉的接辞が複数のP項に接続

した例は見られない11。

(55) (ygmmo) 

lSG.ABS 

t-g-qoja-naly-g-ta-l∞e1] -g-pa1]ka -pill' aq -g-司-g-k聞の.
lSG.S-E-reindeer園skin聞E四make-child圃E-hat-DIM-E-make-E-lSG.S-PFV

「私はトナカイの毛皮で子供用の小さなl帽子を作ったj

(56) (ygmmo) t-umk-g-m司1]-g-ygC' aj-1]gjt-g-kーの.

lSG.ABS lSG.S-forest-E-big-E-grass同mow四E-lSG.S-PFV

「私は森で草をたくさん刈った」

おそらく、名詞抱合と語葉的接辞による出名動詞の以上のような共通性により、自立動

詞と同じ意味をもっ語葉的接辞が併存する場合には、語葉的接辞が優先され、名詞抱合が

おこなわれないことがある。このようなベアには、 en司吋vs.-yili/-yele i探すj、副e・lJtetvs. 

-lJtet/・lJtati脱げる」がある。次の (57)-(58)までの例では、 a.は語葉的接辞、 b.は抱合、

C.は分析的表現の例である。

(57a) (ygmmo) 

lSG.ABS 

t-g-wapaq汗ele主聞の.

1 SG.S-E-:fly.agaric-look.for-l SG.S四PFV

11一方、チュクチ語では語葉的接辞が2つのP項と接続した次のような例がみられる (Kurebito，工 1998)。

korゆpa-北.

grain-breadι圃candy 同古g巴et-3PL.S-PFY
「彼らは穀物とパンとキャンディを手に入れた」
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「私はベニテングダケを探した」

(57b)牢(yQmmo) t-Q-wapaq-en司ej-Q-k問。
lSG.ABS lSG.S-E-fly.agaric-look.fol'・-E“lSG.S四PFV

(57c) (yQmmo) t-en司eJ-Q-nーの wapaq-の

lSG.ABS lSG.A-look.fOl'・同E四3SG.P-PFV 臼y.agaric-ABS.SG

I私はベニテングダケを探したj

(58a) pel]ke-l]tet-i-の
hat-come.off-PFV四3SG.S

「帽子が脱げた」

(58b) 申pel]ke四pje-l]tet-iーの

hat圃take.off-AC聞PFV-3SG.S

(58c) Pel]ke-n PQj-Q-l]tet-i-0. 

hat-ABS.SG take.off田E田AC-PFV-3SG.S

「帽子が脱げた」

一方、自立動詞t司kI作るJ、凶eI剥がす」、 jyI捕まえるJにはそれぞれ対応する語葉

的接辞 te-..・-1]/ta-.. -1]，ーtve/-tva，-yijkeがあるが、逆受動接辞の -et/-at，ine布na-を伴った場

合のみ名調抱合が可能になる。

(59a) (yQmmo ) t-Q-ta同macma勺-Q-kーの.

lSG.ABS lSG.S-E-make-car・-make占同lSG.S-PFV

「私は車を修理した」

(59b) (yQmmo) t-Q-macina-tejk-et-Q-1←の.

lSG.ABS lSG.S圃E-car-make同ANTIP-E-lSG.S-PFV

「私は車を修理したJ

(59c) (yQm-nan) t-Q-tejk-Q-n-の macma-の.

lSG-ERG lSG.A閏E-make-E-3SG.P手FV car・-ABS.SG

「私は車を修理した」

(60a) (yQmmo ) t-Q-pel]ke-tve-l←の.
lSG.ABS lSG.S-E-hat四take.off-lSG.S・.PFV

「私は帽子を脱いだj

(60b) (yQmmo) t-Q-pel]ke-pj-et-Q-1←の.
lSG.ABS lSG.S-E.・hat四take.off-ANTIP回E・lSG.S-PFV

「私は帽子を脱いだJ

(60c) (yQm圃nan) pel]ke-n t-Q-pj-Q-n-0 

lSG-ERG hat-ABS.SG lSG.A四E-take.off-E-3SG.P-PFV

「私は|帽子を脱いだ」
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(61a)(ygmmo) t-g-qoja-yijke-k闘の.

lSG.ABS lSG.S四E四reindeer-catch-lSG. S -PFV 

f私はトナカイを捕まえたj

(61b) (ygmmo) t-g-qoja-I-ena廿-at-g-1ζ闘の.

呉人恵/コリャーク語の複統合性

lSG.ABS lSG.S-E田reindeer-E-ANTIP問catch四ANTIP-E-1SG.S・.PFV

「私はトナカイを捕まえたj

(61c) (ygm-nan) qoja-lJa t-g-jy-g-n闘の.

lSG-ERG reindeer-ABS.SG lSG.A-E-catch-E-3SG.P-PFV 

「私はトナカイを捕まえたj

4. イロコイ語族とエスキモー語との対照

以上、コリャーク語の動詞の複統合性について観察してきた。それにより、コリャーク

語の複統合性には次の特徴が指摘された。

(1) 動詞語幹は、抱合と、数は限られているものの時に抱合の補完的な機能を果たす語葉

的接辞とで拡張される、抱合と接辞の折衷タイプを示す。

(II)派生部分はさらに、結合価変更接辞、語幹修飾接辞、名詞項修飾接辞などにより拡張

される。

(III)屈折部分は、人称・数、アスペクト、ムードなどにより、複統合的な一語文の創出を

可能にしている。

では、コリャーク語のこのような複統合性の特徴は、通言語的なコンテキストにおいて

みると、どのように位置づけられるであろうか?

上述のとおり、複統合性では北米の諸言語が例にあげられることが多いが、実際には、

北米に限らず、メソ・アメリカ、シベリア、北オーストラリア、パブロア・ニューギニアな

ど広く系統の異なる言語に見られることが知られている (Evans& Sasse 2002)。ただし、紙

幅の関係上、以下では、そのうち 2つの言語を取り上げるにとどめる。すなわち、抱合が

統合度を高めるのに重要な役割を担っている点で、コリャーク語と共通している北米のイロ

コイ語族と、具体的な動詞概念をもっ語葉的接辞を持つ点で共通しているエスキモー語で

ある。ちなみに、イロコイ族は代表的な抱合的言語としてしばしば引き合いに出されてい

る (Boas19日， Sapir 19日12，Baker 1996， Mithun 2009)。一方、エスキモー語は、抱合はおこ

なわず、もっぱら語葉的接辞を含む接尾辞により複統合的な語を作るが、複統合性の内容

は、コリャーク語に比べはるかに複雑である。コリャーク語をこの両言語と概略的に対照

することにより、コリャーク語の複統合性の特質を浮き彫りにしてみたい。なお、イロコ

イ語族については、 Lounsbury(1978)、Chafe(1996)、Mithun(2009)を、エスキモー語につ

いては、宮岡 (2002)、Miyaoka(2012)を参照する。

12 Sapir (1911 :27511990:34)は、イロコイ語族について、明omore thorough-going instanc巴 ofa noun同
incorporating language can be required than Iroquois. 'と述べている。
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4. 1. イ口コイ語族

イロコイ語族は、複統合的、屈折的、抱合的な言語として知られている (Lounsbury1978)。

南イロコイ語と北イロコイ語に分かれるイロコイ語族では、南イロコイ語のチェロキー語

(Cherokee)を除くと生産的な名詞抱合がおこなわれている。動調は次のような構造をなす

(Lounsbury 1978) (定形動詞を形成するのに必須要素は太宇)。

(62)屈折接辞ー人称・数・性(主語・目的語)圃再帰要素-抱合名詞語根ー動詞語根-派生

接辞.アスペクト

(63a)(63b)は、セネカ語 (Seneca)の自動詞語幹からなるミニマルな一語文の例で、ある

(Chafe 1996:60)。

(63a)ha-tha'同ha?

M.A-talk-HABIT 

'He talks.' 

(63b) 0・tgi-?

N.P-be.di1iy-STAT 

'It is dirty.' 

典型的な抱合名詞語根は、統語的に他動詞目的語にあたる名前であるが、道具や場所を

表わす名詞も含まれる。 (64a)-(64h)はモホーク語 (Mohawk)語の例である (Mithun

2009:8)。

(64a) k-ate-nawir-ohar可'

lSG.A閏M1D-tooth-wash圃STAT

'I'rn brushing rny teeth.' 

(64b) ka恒旦主主anerenラ

(64c) ra-hshari:ne' 

(64d) onke'nio吐lsokha

(64e) rahonwi:serピ

(64f) tentewaronta'ser・onnion'

(64g) ratiia'titahkhe' 

(64h) tahonathahitahkhピ

ゴtis string-tied' =‘1t is tied up with string.' 

‘He is le坐廿leading，leading it .Qn a leash.' 

‘Ig盟主-leak'= 'My旦旦笠isrunning.' 

‘He was，C，旦且豆旦旦;同dragged= driving by.' 

'We'lllog-build it， build it .Qut oflogs.' 

'They are body-rnoving' =‘they are riding. ' 

‘They are road-rnoving， walking along.' 

さらに、抱合は単一名詞に限られず、名詞句の抱合も可能である。 Lounsbury(1978:337) 

は、「彼は祭壇の向こう側に行ったJとしづ意味の wa?thatekhlakslatokφti?tslata'seとし1う

複統合的な語を挙げている。グロスがついていないため、形態素分析ができないが、

Lounsbury (1978)によれば、「祭壇Jは「聖なる」と「テーブル」からなる複合名詞であり、

このうち「テープノレjはさらに「食事を置くのに使われるもの」というように、 4つの形

76 



呉人恵/コリャーク語の複統合性

態素からなる複合的な派生名詞である。ただし、複数の名詞句の抱合などは、管見の限り

では確認されていない。

一方、コリャーク語や次節で、述べるエスキモ一語に見られるような、具体的動詞概念を

表わす語葉的接辞は管見の限りでは確認されていなし10

4.2. エスキモー語

一方、エスキモー語は、複統合的な言語の典型として知られている。

動詞は次のような線状構造をなす (Miyaoka2012:85)。

(65) STEM1+DERIVATIONAL SUFFIXo-+INFLECTIONAL SUFFIXl-3 

接尾辞だけが複統合性を保証している、純接尾辞タイプを示すため、語幹合成はなく、

派生のもととなるのは常に単一語幹である。一方、語幹の生産的な拡張をもたらすのは、

方言によっては 300~500 種類にもなるというきわめて多様な派生接尾辞であり、ゼロから

理論的には無限大に幅広く語幹に接続しうる。さらに語末につくのは、語の種類により異

なる 1つから 3つの屈折接尾辞である。すなわち、エスキモー語の複統合性を支える最大

の要素は、派生接尾辞であると言っても過言ではない。

派生接尾辞は、①語幹修飾タイプ、②結合価変更タイプ、③品詞変換タイプに分けられ

る。この点は、コリャーク語と共通している。また、このうち、③の品詞変換タイプで名

詞語幹につき出名動詞を作る接辞の中には、コリャーク語同様、具体的動詞概念を表わす

語葉的接尾辞がある。「狩るJI捕まえるJI食べるJI作るJなど、コリャーク語と意味の

共通する接尾辞も多い (Jacobson1984)。

(66) -cur ‘hunt， see1らcheck' -nge ‘acquire' 

主1iute ‘acquire， claim as own' -karci‘buy' 

ー1aar 'get anew' -Cl 'buy' 

-tur 'eat， wear， usピ 同te ‘catch' 

-lgir ‘take a1ong' -liqe ‘catch a 10t of' 
回ssaag ‘fetch from acceesib1e p1ace' 同tar・ ‘fetch from nature' 

'make' ‘prepare' 

次の (67a)は、 -li'make'からなる宮岡 (2002:51)によるエスキモー語の例、 (67b)はこ

れとできるだけ平行になるように作例したコリャーク語の例である。

(67a) qayルpl四li-unga

kayak -genuine“make-IND.1SG 

'1 am making a genuine kayak.' 
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(67b) h)-ku-lyi13-t-吋etik-Q-1J-Q-1J

1 SG.S-E-1PFV-genuine-make圃sledge-E-make-E-1PFV 

「私は本物の撞を作っている/作っていた」

コリャーク語でも、吋etikr棒」が唯一の名詞語幹で、それ以外の要素はすべて屈折ある
いは派生接辞である。とはいえ、派生接辞を全体的に見てみると、その種類の豊富さ、機

能的な幅広さ、生産性と反復可能性の高さにおいて、コリャーク語はエスキモー語にはる

かに及ばない。とりわけ、エスキモー語の高い統合度を保証する重要な仕掛けである、埋

め込み構造を持った多層動詞の形成や、動詞性と名詞性との間の幾重もの品詞変換などの

複雑な語形成は、コリャーク語では不可能である。

次は、エスキモー語の多層動詞文 (68a)と複雑な品詞変換の文 (69a)と、対応するコリ

ャーク語の文 (68b)(69b)である。いずれも、コリャーク語では、分析的にしか表されない

ことに注意されたい。

(68a) qaya-pi-li-yuk-aqa [angun-の]

kayak同genuine-make-A'.think-RCL-ABS.1 SG.SG man-ABS.SG 

‘1 thought he [the man] was making a genuine kayak. ' (宮岡 2002:52) 

(68b) (yQmmo) t・9・k-iv闘争1J amu Qno [iojacek-a] 

lSG.ABS lSG.S-E-1PFV回think占-1PFVprobably marトINS(ERG)

ku-tej1王国Q-1J-ni-n l'Qyi・iQtvQiQt.

I回PFV圃make.占.ε目1PFV-3SG.A 園3SG.P ge白m瑚u1泊ne問七boa抗t(ABS.SG)

「私は彼(男)が本物のボ一トを作つていると思つたJ

(69a) qaya-pi-li四ci-it田ua

kayak -genuine-make-GER-PRV-IND.1 SG 

'1 don't know how to make a genuine kayak.' 

(69b) yQm四nan (吋1Je) e-jyulet-ke (mi1JkQji) 

lSG-ERG not not.圃lmow-not how 

lQye-te-i Qtv・9・9圃YI1J問。-n.

genuine-make-boat占閏make-NML-E-ABS.SG

「私は本物のボートをどうやって作るのか知らない」

(宮岡 2002:51) 

以上から、コリャーク語は、形態素の多寡だけを問題にするのであれば、エスキモー語

にも匹敵しうるような長い語を創出することができるが、上記のエスキモ一語のような複

雑な構造は創出できないことがわかる。

13吋etikI犠」を修飾する lyi.I本物の」は、 ujetikに直接に前接するのではなく、語葉的接周辞 t...-1]I作

るjの前に置かれていることに注意されたい。
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ただし、コリャーク語と同系のチュクチ語では、形容詞や動詞述語を複数含み、それら

が等位的につながっているだけではなく、目的節に相当する (70)(71)のような語も見られ

る(呉人徳司 p.c.)140

(70) ya-j J> a同k~ty;:mt闘争n-omak-aw-qaa汗atat-len

RES-very.much-run.fast-E-CAUS-together-VBL-reindeer-drかe-3SG.S

「彼/彼女は早く走ってトナカイを追うために準備した」

(71) mas-l~la-p~lm-armasJ>-~-lJ>alan-j~lqat-かm1J o-rlmn聞の

almost-eye-blur可trong-E-winter-sleep-E-prepare回PRS・3SG.S

「彼はほとんど目が見えず、強くて、冬眠するために準備している」

5. おわりに

本稿では、コリャーク語の動詞語幹がどれだけ拡張しうるか(派生部分)、拡張した複

合語幹がどのように一語文に仕立てられるのか(屈折部分)という 2つの側面から、コリ

ャーク語の複統合的性格を考察した。それにより明らかになった大枠は、次のとおりであ

る。

① コリャーク語の動詞の複統合性は、生産的な語幹合成である抱合と、結合価変更タ

イプ、語幹修飾タイプ、名詞項修飾タイプ、品詞変換タイプの派生接辞により保証されて

し、る。

②加えて、 S，A， P項との一致や、アスペクト、ムードなどが標示されることにより、

複統合的な一語文の創出が可能になっている。

③ 抱合をおこなう点ではイロコイ語族との類似性が見られる一方で、具体的動詞概念

を表わす接辞を持つ点では、エスキモー語との類似性が見られる。ただし、現在のところ

確認されているのは単文相当の語にかぎられ、エスキモ一語に見られるような多層動詞文

や品詞を何度も転換する反復的派生は観察されていない。

[略語表]

A=agent-like argument ABL = ablative 

AC=anticausative 

ANTIP=antipassive 

CTP=contemptuous 

DU=dual 

ESS=essive 

HABIT=habitual 

ALL=allative 

AUG=augmentative 

DAT=dative 

E=epenthetic 

ET=-et/-at 

IN C=inceptive 

ABS = absolutive 

AN=animate 

CAUS=causative 

DIM=diminutive 

ERG=ergative 

GER=gerund 

IND=indicative 

14コリャ)ク語では、動調語幹に付加される、動調概念を表わす語禁的接辞として、移動を表わす
-Iqiw/-Iqew r ~しに行く」が l つ確認されている。動詞語幹との複合語幹では、動詞語幹が移動の目的を
表わす従属部、これに接続される語禁的接辞のほうが移動そのものを表わす主要部になる。

りes.'u-Iqiv-g-kr魚釣りに行く J， kalicit-g-Iqiv-g-k r勉強しに行く J， elu-Iqiv-g-k rペリー摘みに行く」
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INS=instrumental INTR.ER =intransitivizer INV=inverse 

IPFV=imperfective INF=infiniti ve ITR =iterative 

LOC=locative M.A=masculine agent MID=middle 

NML=nominalizer N .P=neuter patient P=patient閏likeP-argument 

PRV=privative PTCP=participle PFV=perfective 

PL=plural POSS口possesslVe PRL=prolative 

PRS=present PRP=pl'Operty predication PTCP=participle 

RCL=relative-clausal REL=relational RES=resultati ve 

S=single argument SG=singular TR =transiti ve 

VBL=verbalizer 
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Polysynthesis in Koryak: 

an Eclectic Type Combining Incorporation and Affixation 

Megumi KUREBITO 

(University ofToyama) 

The present paper aims to examine the polysynthetic characteristics of the Koryak verb， 

paying attention to both the derivational and inflectional processes that apply to it. 

More concretely， it tries to answer the following questions. 

1り)By what me悶ansc悶ana verbal stem be expanded throひoughde白r討a剖tiona悶all 

processes? 

2) How is the expanded complex verbal stem completed as a holophrase? 

The result of the examination reveals the following points. 

(A) First， the verbal polysynthesis of Koryak is ensured by incorporation， 

especially noun incorporation (NI). In NI， polysynthetic incorporative 

stems are derかed through NP incorporation， multiple nominal 

incorporation， double P-argument incorporation (though not readily 

accepted)， and adverbial incorporation. 

(B) In addition， various derivational affixes such as valency-changing， 

stem-modifying， argument-modifying， and word-class-changing ones， help 

to promote the degree of the verbal synthesis. 

(C) Similar to verb stems in NI， der行ationalaffixes that express concrete 

verbal meanings can also de白r討e p卯01勿ys可ynthetic ho叶10叩phrases by 

(句qua出S討iり)-同占lllC∞or叩下O凹r羽就a叫tingone or mor印emod副if五le町rs，and a吋dve白rbials坑tems.
(D) Verbal inflectional categories such as aspect， mood， and agreeme凶1ll

person and number with the core arguments enclose and shape the 

polysynthetic incorporative stem into a holophrase that can stand alone 

without a core argument. 

The present paper also suggests that }く~oryak shows an eclectic type of 

polysynthesis combining some characteristics ofthe incorporating type (e.g.， Iroquian) 

and a旺ixingtype (e.g.ラEskimo).However， Koryak is derivationally far less complex 

and elaborated when compared with Eskimo， which has extremely polysynthetic verbs 

with complex embedded constructions and repetitive word-class-changing processes. 

(くれびと・めぐみ kurebito@hmtルtoyama.ac.jp)
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